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高新会婦人部「なでしこ会」

長年継続している
読者を巻き込んだ幅広い活動
地域医療、難病対策に貢献
■ 実施期間
昭和63年12月～
（年1回開催＝今年20回目）
■ 実施地域
高知県高知市内

■ 活動概要
高知新聞は、難病に取り組む研究などを行

う団体や個人、難病と闘う患者への助成を目
的に、公益信託高知新聞・高知放送「生命（い
のち）の基金」を平成元年9月に設立した。こ
れまでに高知医療センターの研究費をはじめ、

100件を超える団体・個人に助成し、地域医
療や難病対策に貢献している。
この基金設立前から、高新会婦人部「なで

しこ会」は全面協力。平成2年からは、毎年1

回、会員や発行本社役員、読者から提供され
る生活雑貨や引き出物、野菜、海産物を中心
に、近年は会員による手作り商品も加え、チ
ャリティーバザーを開催し、その売り上げを
基金に寄贈している。
「なでしこ会」のチャリティー活動は、基金
設立前に開催したオークションなど 2回分を
含め、平成 19年で 20回目を迎える。長年継
続して、読者を巻き込んだ幅広い地域貢献活
動として高く評価された。

＊
高新会婦人部「なでしこ会」（中谷幸子会長）＝高知新
聞の販売所で組織する「高新会」の女性組織。販売所
の女性所長39人（全所長137人の28％）と所長夫人
ら94人で組織。昭和36年11月発足。

高知新聞　平成3年12月26日付朝刊

高知新聞　平成18年12月10日付朝刊高知新聞　昭和63年10月16日付朝刊

●昭和61年4月6日スタート
同62年7月9日終了

●5部構成、全151回掲載
第1部　闘う佳子・13歳　水難障害児の日々
第2部　鼓動を止めるな　未熟児室の中から
第3部　なぞの白血病　ATLを追って
第4部　長寿新時代
第5部　「あす」再び・腎移植記者の記録

●昭和62年、第6回アップジョン医学記事賞特別賞を受賞

■基金設立のきっかけ
高知新聞連載「生命は守られているか」
連載終了後、共鳴した読者の声をきっかけに基金が設立された。
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